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1969 年生まれ。東京都立大学経

済学部卒業。外資系ＩＴ企業、

ＮＥＣ、日本ＩＢＭなどを経て

三橋貴明診断士事務所（現経世

論研究所）を設立。2007 年『本

当はヤバイ！　韓国経済』（彩図

社）がベストセラーとなり、以後、

意欲的に新著を発表。雑誌への

連載・寄稿、各種メディアへの

出演多数。

デ
フ
レ
化
し
た
中
国
経
済

108

　

例
え
ば
、２
０
２
１
年
、22
年
、日
本
の
輸
入
物
価
は
急

騰
し
た
。輸
入
デ
フ
レ
ー
タ
は
、
21
年
が
対
前
年
比
15
％

超
、
22
年
が
27
％
超
で
あ
っ
た
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
は
21
年
が
対
前
年
比
０
％
、
22
年
も

０
・
６
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。輸
入
デ
フ
レ
ー
タ
の
上
昇

は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
全
体
を
マ
イ
ナ
ス
方
面
に
引
っ

張
る
の
で
あ
る
。

　

中
国
の
最
大
の
問
題
、
あ
る
い
は
中
国
共
産
党
に
と
っ

て
の「
災
厄
的
」な
課
題
は
、
毎
年
、
労
働
市
場
に
参
入
す

る
１
２
０
０
万
人
強
の
若
者
の
雇
用
確
保
で
あ
る
。１
２

０
０
万
人
で
あ
る
。想
像
を
絶
す
る
。

　

中
国
の
不
動
産
バ
ブ
ル
は
崩
壊
過
程
が
続
い
て
お
り
、

26
年
２
月
の
中
国
新
築
住
宅
価
格
は
前
月
比
０
・
３
％
の

下
落
と
な
っ
た
。前
年
比
で
は
３
・
２
％
下
落
と
、
８
ヵ
月

ぶ
り
の
大
幅
マ
イ
ナ​

ス
。

　

中
国
の
不
動
産
セ
ク
タ
ー
は
、
危
機
発
生
か
ら
ほ
ぼ
５

年
が
経
過
し
た
が
、
依
然
と
し
て
経​

済
の
重
荷
に
な
っ
て

い
る
。何
し
ろ
、
中
国
の
不
動
産
セ
ク
タ
ー
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
全

体
の
３
割
を
占
め
て
い
る
。さ
ら
に
、
不
動
産
価
格
の
下

落
は
家​

計
支
出
を
抑
制
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
ッ
ク
効
果

も
発
生
し
て
い
る
。加
え
て
、
製
造
業
が
ト
ラ
ン
プ
関
税

で
打
撃
を
受
け
る
中
、
１
２
０
０
万
人
分
の
雇
用
を
新
規

創
出
す
る
な
ど
、不
可
能
で
あ
る
。

　

中
国
の
若
年
層
失
業
率
は
、
25
年
後
半
以
降
、
17
％
前

後
の「
高
止
ま
り
」状
態
が
続
い
て
い
る
。中
国
は
若
年
失

業
統
計
に
つ
い
て
、
23
年
に
公
表
を
突
如
停
止
し
た
。い

わ
ゆ
る「
横
た
わ
り
族
」を
失
業
者
と
み
な
し
た
場
合
、
若

年
失
業
率
は
最
大
で
46
・
５
％
に
達
す
る
と
い
う
北
京
大

　

中
国
の
国
家
統
計
局
が
３
月
16
日
発
表
し
た
２
０

２
６
年
１―

２
月
の
小
売
売
上
高
は
、
前
年
同
期
比
２
・

８
％
増
加
と
の
こ
と
で
あ
る
。
国
泰
君
安
国
際
の
周
浩

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、「
最
新
の
統
計
は
中
国
経
済

が
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
強
い
成
長
基
盤

で
年
初
を
迎
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」と
指
摘
し
て
い

る
が
、
ご
存
じ
の
通
り
、
中
国
共
産
党
が
公
表
す
る
経
済

統
計
は
、
な
か
な
か
信
用
が
置
け
な
い
。何
し
ろ
、
現
在
の

中
国
経
済
は
確
実
に
デ
フ
レ
化
し
て
い
る
。

　

中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
は
、
25
年
末
ま
で
に
11
四

半
期
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
。そ
の
割
に
、
公
式
統
計
で
は
経

済
成
長
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。謎
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
低
迷
し
て
い
る
が
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
が
マ
イ
ナ
ス
で
、
実
質
が
プ
ラ
ス
で「
計

算
さ
れ
る
」状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

中
国
の
公
式
発
表
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
に
当
て
に
な

ら
な
い
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
は「
物
価
の
定
点
観
測
」

を
し
て
い
る
の
で
ご
ま
か
し
に
く
い
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー

タ
の
マ
イ
ナ
ス
継
続
は
事
実
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
イ
ラ
ン
戦
争
勃
発
と
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖

を
受
け
、
中
国
も
輸
入
物
価
が
急
騰
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
輸
入
デ
フ
レ
ー
タ
の
上
昇
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
を

引
き
下
げ
る
。理
由
は
、
輸
入
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
控
除
項
目
で

あ
る
た
め
だ
。

な
）人
手
不
足
で
は
な
く
、雇
用
の
不
足
な
の
だ
。

　

中
国
の
不
動
産
バ
ブ
ル
の
崩
壊
は
、
結
婚
適
齢
期
世
代

の「
男
性
」の
心
境
変
化
の
影
響
が
大
き
い
。中
国
で
は
、

結
婚
す
る
際
に「
住
宅
」「
車
」「
彩
礼（
結
納
金
）」を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
当
然
と
い
う「
空
気
」が

バ
ブ
ル
を
支
え
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
若
い
男
性
が
結
婚
で
は
な
く
独
身
を
好
む

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
中
国
の
婚
姻
率
・
出
生
率
は
急

低
下
。中
国
の
25
年
出
生
数
は
７
９
２
万
人
と
、
前
年
か

ら
17
％
も
激
減
し
た
。何
と
、
実
に
２
８
７
年
前
、
清
朝
時

代
の
１
７
３
８
年
と
同
じ
水
準
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

　

合
計
特
殊
出
生
率
も
１
を
割
り
込
み
、
韓
国
の
水
準
に

近
づ
い
て
い
る
。婚
姻
数
も
激
減
し
、
24
年
ま
で
の
10
年

間
で
、
婚
姻
数
は
何
と
53
％
減
。特
に
、
大
都
市
に
お
い
て

「
若
者
が
結
婚
で
き
な
い
」と
い
う
状
況
が
顕
在
化
し
つ

つ
あ
る
の
だ
。

　

と
な
る
と
、
中
期
的
に
は
労
働
者
人
口
の
過
剰
は
抑
制

さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
短
期
で
は
無
理
だ
。と
り
あ
え
ず
は

毎
年
、
１
０
０
０
万
人
を
超
す「
ヒ
ト
」が
労
働
市
場
に
新

た
に
参
入
し
続
け
る
。

　

日
本
の
場
合
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
な
ど
の
生
産
性
向
上
の

投
資
は
、
人
手
不
足
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
必

須
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
中
国
の
場
合
、
生
産
性
向
上
の
投

資
は「
ヒ
ト
を
雇
う
よ
り
安
い
」と
い
う
理
由
で
推
進
さ

れ
て
い
る
。つ
ま
り
は
、
中
国
で
は
生
産
性
向
上
の
投
資

が「
デ
フ
レ
促
進
」に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

学
副
教
授
の
試
算
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
国
で
１
２
０
０

万
人
分
の
雇
用
を
新
規
創
出
す
る
の
は
困
難
極
ま
る
。中

国
政
府
は
対
策
と
し
て「
Ａ
Ｉ
」「
ロ
ボ
ッ
ト
」等
を
打
ち

出
し
て
い
る
の
だ
が
、
話
は
逆
で
あ
る
。現
在
の
中
国
は
、

生
産
性
を
高
め
て
は
い
け
な
い
。問
題
は（
日
本
の
よ
う

【中国のＧＤＰデフレータ ( 対前年比％ )】
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